




























































導計画の必要性については，保育士の 50%が「とても必要」，42%が「必要」と答え，約 9 割の保育士が必要で
あると感じていることがわかった。勤務年数別に見てみると，1 年目の保育士は「とても必要」が 4 割弱だっ















2011 年 8 月，Ａ市で開催された「指導計画作成に関する
研修会」に参加した保育士 136 名を対象とする。研修会に
参加したＡ市の保育士 136 名は，常勤のクラス担当保育
士が 99 名，常勤のフリー保育士が 8 名，臨時保育士 22
名，その他 7 名であった。勤務年数は，1 年目が 18 名，2
年から 6 年目が 52 名，7 年から 10 年目が 17 名，11 年か


































































































ろ，「とても必要」と答えた保育士は 68 名で全体の 50％で
あった。「まあまあ必要」が 57 名で全体の 42％，「どちら








内，「とても必要」が 7 名（39%），「まあまあ必要」が 10 名
（56%），「どちらとも言えない」が 1 名であり，「まあまあ
必要」が最も多かった（図２）。2 年目から 6 年の保育士 52
名については，「とても必要」が 24 名（46％），「まあまあ
必要」が 22 名（42%）であった。また「どちらとも言えな





7 年目から 10 年目の保育士 17 名は，指導計画が「とても
必要」が 7 名（41%），「まあまあ必要」10 名（59%）であり
（図４），11 年から 20 年目の保育士 39 名は「とても必要」
が 21 名（58%），「まあまあ必要」が 15 名（42%）で（図５），
7 年目から 20 年の保育士は「とても必要」「まあまあ必要」













































































































１年目 9 名（18 名中）の保育士から 12 件の困り感があげら
れていた。【書き方】が 5 件と最も多く，次いで【個人差へ
の対応】が 3 件，【『保育の内容』理解】【マンネリ化】が各 2
件であった（表２）。2 年目から 6 年目 29 名（52 名中）から
31 件の困り感があげられていた。【『保育の内容』理解】が
12 件と最も多く，次いで【マンネリ化】が 11 件，【計画作
成のための環境づくり】【書き方】が各 4 件であった（表

















































次いで【『保育の内容』理解】が 4 件，【マンネリ化】が 2 件
であった（表４）。11 年目から 20 年目 30 名（39 名中）の保
育士から 30 件の困り感や悩みがあげられていた。【書き
方】が 17 件と最も多く，次いで【『保育の内容』理解】が 10
件，個人差への対応が 2 件，諸条件の整備が 1 件であっ












とがもっとも多く，2 年目から 6 年目の保育士を除くすべ
ての層で最も多い悩みとなっていた。具体的な内容につ
いては，「様式変更に伴う書き方」が 11 件と最も多く，こ
れは，指針の改訂に伴い，これまで使用してきた指導計
画の用紙が見直され，追加項目や項目の表記が変更され
たことから生じた問題と見られる。したがって，旧式で
書き慣れていたと思われる 7 年目以降の保育士の割合が
多かったのではないかと思われる。次に多かったのが「文
章表現」で 9 件あった。保育士の一般的傾向として，計画
や記録といった思考し記述する行為に対する苦手意識が
あるとも言われているように，「文章を書くことが苦手
だ」「考えを上手く文章に表現できない」などの悩みが見
られ，これについても 7 年目以降の保育士に多かった。
続いて「養護に関すること」が 7 件あり，「養護のねらいを
どのように書けばよいかわからない」と，指針が改訂され
改めて強調された「養護」に戸惑いが見られることがわか
った。特に，11 年目以降の保育士に多く見られた。
次に多かったのが，【『保育の内容』理解】に関わる困り
感や悩みであり，「ねらいの立て方」や「養護の捉え方」
「遊び」「計画と実践とのつながり」「評価の観点」に関す
る記述である。これらは，作成における技術というより，
計画を立てる上で理解しておく必要がある保育の基本に
関することである。例えば「ねらいを立てる」際は，まず
「子どもの実態」を捉えて，子どもに育つことが期待され
る心情・意欲・態度は何かを読み取り「ねらい」として明
確に打ち出し，保育の方向性や内容を決めていく。そし
て，実践後「ねらい」に対する評価を行い保育の改善が行
われるのである。「子どもの実態」を捉えきれず方向違い
の「ねらい」を立てたならば，子どもの育ちを支えること
はできない。つまり，適切な「ねらい」を立てるというこ
とは保育における基本であり重要なことなのである。そ
の他，悩みとして挙げられている「養護の捉え方」「遊び」
「計画と実践とのつながり」「評価」についても，保育にお
ける「養護」とはどういうことなのか，「遊び」をどのよう
に考えるのか，「計画」は実践にどのようにつながるのか，
「評価」は何のためにあるのかなど，計画を作成するにあ
たっての基本であり改めて保育や計画の基本の再確認の
必要性を感じた。
また，「マンネリ化」に関する悩みについては，２年目
から６年目の保育士が最も多かった。計画には保育実践
のマンネリ化を防ぐ役割があると言われている。しかし，
保育所における指導計画作成に関する実態調査
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࢝ࢸࢦ࣮ࣜ ෆᐜ
ෆᐜࡀྠࡌ࡟࡞ࡿ㸦7㸧
Ꮚ࡝ࡶࡢጼࡀྠࡌ࡟࡞ࡿ㸦3㸧
ࡡࡽ࠸ࡀኚࢃࡽ࡞࠸㸦1㸧
ಖㆤ⪅ࡢᛮ࠸ࡢグ㏙㸦3㸧
ࡡࡽ࠸ࡢ᭩ࡁ᪉࡟ᅔࡗ࡚࠸ࡿ㸦1㸧
ࡡࡽ࠸ࡢ❧࡚᪉ࡀ㞴ࡋ࠸㸦5㸧
㐟ࡧࡢᒎ㛤㸦3㸧
ホ౯ࡢほⅬ㸦1㸧
ྛ㡯┠ࡢ㛵㐃㸦1㸧
5㡿ᇦࡢ⪃࠼᪉㸦1㸧
⎔ቃᵓᡂࡢᤊ࠼᪉㸦1㸧
᫬㛫ࡢ☜ಖ㸦3㸧
ࣃࢯࢥࣥᢏ⾡㸦1㸧
࣐ࣥࢿࣜ໬㸦11㸧
᭩ࡁ᪉㸦4㸧
ࠕಖ⫱ࡢෆᐜࠖ⌮ゎ㸦12㸧
ィ⏬సᡂࡢ⎔ቃ࡙ࡃࡾ㸦4㸧
表3　指導計画作成における保育士の困り感
２年目から６年目保育士　(31件)
࢝ࢸࢦ࣮ࣜ ෆᐜ
࣐ࣥࢿࣜ໬㸦2㸧 ࡡࡽ࠸ࡀኚࢃࡽ࡞࠸㸦2㸧
ᵝᘧኚ᭦࡟క࠺᭩ࡁ᪉㸦6㸧
ᩥ❶⾲⌧ࡀ㞴ࡋ࠸㸦2㸧
㣴ㆤࡢ⪃࠼᪉㸦2㸧
ࡡࡽ࠸ࡢ❧࡚᪉ࡀ㞴ࡋ࠸㸦1㸧
㓄៖㸦1㸧
᭩ࡁ᪉㸦8㸧
ࠕಖ⫱ࡢෆᐜࠖ⌮ゎ㸦4㸧
表4　指導計画作成における保育士の困り感
７年目から10年目保育士　（14件）
࢝ࢸࢦ࣮ࣜ ෆᐜ
Ⓨ㐩ࡀࡕࡀ࠺ಶ࡜㞟ᅋ࡬ࡢᑐᛂ㸦1㸧
ஙඣࢡࣛࢫ࡟࠾ࡅࡿ୍ே୍ே࡬ࡢᑐᛂ㸦1㸧
㣴ㆤࡢ᭩ࡁ᪉ࡀ㞴ࡋ࠸㸦6㸧
ᵝᘧኚ᭦࡟క࠺᭩ࡁ᪉㸦5㸧
ᩥ❶⾲⌧ࡀ㞴ࡋ࠸㸦5㸧
ࡡࡽ࠸ࡢ᭩ࡁ᪉࡟ᅔࡗ࡚࠸ࡿ㸦1㸧
㣴ㆤࡢ⪃࠼᪉㸦4㸧
ᐇ㊶࡜ࡢ㛵㐃㸦3㸧
ࡡࡽ࠸ࡢ❧࡚᪉ࡀ㞴ࡋ࠸㸦2㸧
ホ౯ࡢほⅬ㸦1㸧
ィ⏬సᡂࡢ⎔ቃ࡙ࡃࡾ㸦1㸧᫬㛫ࡢ☜ಖ㸦1㸧
ಶேᕪ࡬ࡢᑐᛂ㸦2㸧
᭩ࡁ᪉㸦17㸧
ࠕಖ⫱ࡢෆᐜࠖ⌮ゎ㸦10㸧
表5　指導計画作成における保育士の困り感
11年目から20年目保育士　（30件）
࢝ࢸࢦ࣮ࣜ ෆᐜ
ಶேᕪ࡬ࡢᑐᛂ㸦1㸧 Ⓨ㐩ࡀࡕࡀ࠺ಶ࡜㞟ᅋ࡬ࡢᑐᛂ㸦1㸧
᭩ࡁ᪉㸦2㸧 ᩥ❶⾲⌧ࡀ㞴ࡋ࠸㸦2㸧
ࠕಖ⫱ࡢෆᐜࠖ⌮ゎ㸦1㸧 ホ౯ࡢほⅬ㸦1㸧
ィ⏬సᡂࡢ⎔ቃ࡙ࡃࡾ㸦2㸧᫬㛫ࡢ☜ಖ㸦2㸧
表6　指導計画作成における保育士の困り感
21年目以上の保育士　（6件）
今回の調査では，計画そのものがマンネリ化しまうこと
が悩みとしてあげられていた。目の前の子どもの発達を
細やかに捉え，一人一人の子どもの育つ方向性を定めな
がら，その時々に必要な「ねらい」と「内容」を検討する。
このことこそが一人一人の育ちを保障する計画であり大
切なことである。なぜ「マンネリ化」になるのかその原因
を探りながら，計画が持つ本来の意味についての再考が
求められるのではないかと考える。
今回の調査で，保育士は計画作成に関して様々な困り
感や悩みを抱えていることがわかった。特に，中堅から
ベテランと呼ばれる保育士に困り感や悩みが多く，指針
改訂で改めて強調された「養護」の視点や「様式変更に伴う
書き方」など，指針改訂に伴って生じた混乱が多いことが
推測された。しかし，保育の本質や計画の基本的な考え
方は何も変わっていないことから，「保育で大切にしなけ
ればならないことは何か」「計画に位置付けていきたい重
点項目は何か」など，様式や形式の変更に戸惑うことな
く，自らが保育の基本と照らし合わせながら再点検する
力も必要なのではないかと感じた。また，【書き方】とし
てあげられている内容についても，保育の本質や計画の
基本的な考え方などの理解が深まることで困り感や悩み
が少なくなるのではないかと思われるものが多くあった。
保育は，「養護と教育が一体的に行われるもの」であった
り，「ねらい」が到達点ではなく，子どもの中に育つ「心
情・意欲・態度」と目に見えるはっきりしたものではなか
ったり，複雑かつ曖昧で分かりにくかったりする部分が
多い。そのためにも，保育の基本を十分理解し計画の意
味を踏まえて，子どもがよりよく育つための計画が必要
であると考える。
最後に，悩みとして【計画作成の環境づくり】があげら
れていた。「計画は大切なこととは，分かっていても日々
の保育に追われ十分検討する時間がもてない」「勤務時間
中に見直しや検討までできない」「保育の準備，行事等の
保育を行いながらの計画作成は大変である」などの声が聞
かれ，計画作成のための時間が十分確保されていない実
態が明らかになった。また，「共通理解を図るための会議
や研修が必要と思いながら時間がとれない」など厳しい現
状もあった。これら問題の改善については，様々な角度
から検討がなされなければならないと考えるが，子ども
を保育する上で何が最も重要なのか，必要なことに必要
な時間がかけられているのか，それらを子どもの目線で
検討し，園全体で計画を創意工夫していくことも望まれ
るのではないかと考える。
Ⅴ 今後の課題
（１）保育所における現任研修の在り方について
今回の調査では，ベテランになるほど計画の必要性を
強く感じている割合が多かった。経験の浅い保育士は，
ベテラン層に比べるとその割合は少なく中には必要性を
感じない保育士も見られた。日本の幼児教育の基礎を築
いたと言われている倉橋が，「計画なくして幼児達を迎え
うることは，放漫たる以上に無責任である。思いつきや，
気まぐれや，ゆきあたりばったりで，大切な幼児の生活
に臨むことは許されない。一日一日が再びすることので
きない保育である。用意の上に用意を重ねずして，これ
を行うことができない８）。」と述べているように，計画の必
要性および重要性は，保育士が保育の専門家として子ど
もと関わりを持ちはじめた時から，いや，それ以前の養
成段階から強く認識されなくてはならないと考える。保
育士は，日々子どもと関わりながら，子ども一人一人が
よりよく育つために，子どもの実態に即した「ねらい」お
よび「内容」を考え，「ねらい」を達成する環境構成や援助
を行う。その結果，子どもの豊かな生活が保障され，子
どものよりよい育ちが見られるのである。したがって，
「用意の上の用意」となる計画は，必要不可欠であるとい
うことが十分認識されなくてはならないのである。
また，計画作成における困り感や悩みから，保育の基
本や計画についての十分な理解が必要であることが見え
てきた。
以上のことから，研修においては，「どの項目に何を記
述すればよいのか」などといった指導計画作成に関する技
術論を主眼に置くのではなく，まずは「計画の意義」や「保
育の本質に根ざした計画とは何か」について考えたり計画
の理解につながったりする研修内容が必要だと考える。そ
して「保育の基本」は踏まえられているか，目の前の子ど
もがよりよく育つために必要な保育内容が書き表されて
いるか，などについて考える機会となる研修が求められ
るのではないだろうか。保育現場において「計画と実践が
つながっていない」「正直なところ書かなければならない
から書いている」などの声が聞かれる実態があることか
ら，保育士自身が「実践と計画は切り離せず，子どもがよ
りよく育つためには計画は必要不可欠である」と実感でき
ることも大切である。そのためには，研修の在り方も，
講演会のような単発の話ではなく，実際の計画を検討し，
実践や評価・改善を繰り返しながら継続して行うことが
できる演習などの工夫も必要であると考える。
２） 保育者養成校における教育内容について
以前は，保育原理や保育内容総論等でわずかに触れら
れていた保育に関する計画論（カリキュラム論）が保育者
養成校の専門科目の中でも重要な存在となり，平成 23 年
度より，「保育課程論」として必修科目に位置づけられた。
これより保育士になる学生は，計画の基本から応用につ
いて，今まで以上にしっかり学び保育現場に出ることと
なる。今回の調査から，見えてきたことは，「保育の基
本」を踏まえた「計画」作成の重要性である。つまり，計画
三好　年江
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作成が技術論にとどまることなく，保育の本質に根ざし
ながら「一人一人の子どもが現在を最も良く生きる」計画
となるよう，計画を創意工夫できる力の養成も必要なの
ではないかと考える。
養成校における指導計画作成の講義の一例ではあるが，
「子どもの姿は分からないから」という理由で，子どもの
姿を省略して「ねらい」や「内容」を検討する指導が行われ
ることがある。保育は，子どもの姿に始まると言われて
いる。つまり，子どもの実態を捉えた上で，育てたいと
思う保育士の願いが生まれ，それを方向付ける環境や方
法等が検討されなければならない。このことから考える
と，前述した講義内容は本質に根ざすという点で検討を
要するものであることがわかる。
今後は，保育現場と養成校が共に考えていく関係を築
きながら，研修の在り方や教育内容を工夫・検討し，保
育の本質に根ざした一人一人の子どもの育ちを支える指
導計画についてさらに検討を進めていきたい。
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